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豊かな持続性社会の実現のためには、エネル
ギー・環境・食糧問題をグリーン・イノベーション
によって解決することが急務である。植物や微生
物はそのための基盤材料であり、目的に適するよ
うに改良する「育種技術」は、グリーン・イノベー
ションにおいて必須の基盤技術である。

高変異率・一遺伝子破壊技術の確立
イネで最も品種改良に有効なエネルギーを決
定し、変異率が高く、小さなDNA塩基の欠
失によって一遺伝子破壊が生じることを明ら
かにした。宮城県と東北大学と協力して、「ひ
とめぼれ」と「まなむすめ」に本技術を用い
て塩害水田でも元気に育つ耐塩性系統（候
補）を選抜した。

大きく壊して新規変異体を発見
シロイヌナズナに、超高エネルギーの重イオン
ビーム照射を施すと、大きなDNA塩基の欠失
や染色体の組換えが生じ大きく壊れる事が判
明した。新規変異体が見つかり、新しい遺伝
子の機能を決めることが可能となった。

原子核を光速の半分程度に加速した重イオン
ビームを用いて、エネルギーを調節することによ
り、突然変異を高率に誘発し、一遺伝子を壊す
迅速品種改良法と、新規遺伝子機能解析が期
待できる複数の遺伝子を同時に破壊する方法を
確立した。
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本技術は日本が世界に先導する品種改良技
術であり、これまで花き植物を中心に22品種
の植物と2種類の微生物を市場に出した。超
高エネルギービームは変異幅が広いという有

効性が示されたため、新ビームラインを整備
し、品種改良の新技術となれば、日本ブラン
ド農作物の世界市場展開に貢献できると考
える。

塩害水田での耐塩性系統の選抜。◎が草丈が高く枯
れない耐塩性系統（候補）

超高エネルギーで得られた新規大輪花変異体。花弁の
大きさが２倍になり、タネも大きくなった。


